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深
緑集
の

う

比
叡
山

六
　
百

の

に
代
　
表

。
。
。
。
第
四
回
大
会
準
備
進
む
：
：

　
矛
四
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
が
前
大
会
に
お
い
て

比
叡
山
で
開
催
と
決
定
さ
れ
て
以
来
、
天
台
宗
、
比

叡
山
当
局
で
は
．
着
々
そ
の
準
備
を
進
め
、
去
る
三

月
の
宗
会
で
も
大
英
断
を
以
て
予
算
措
置
を
講
じ
，

今
や
全
く
受
入
態
勢
が
整
え
ら
れ
た
。
こ
の
間
全
霊

事
務
総
局
、
関
西
事
務
局
、
で
も
屡
々
天
台
宗
、
比
叡

山
当
局
と
打
合
せ
を
重

ね
．
別
項
の
通
り
大
会

夢
項
を
決
定
し
た
。
懸

仏
で
は
前
三
回
忌
大
会

の
経
験
を
反
省
し
つ
N

近
く
議
案
審
査
委
員
会

、
議
事
運
営
委
員
会
を

開
催
し
て
、
最
終
的
に

大
会
議
案
を
整
理
し
大

会
運
営
方
針
の
細
目
を

決
定
す
る
こ
と
に
な
っ

て
る
が
、
参
加
希
望
の

各
位
が
要
項
に
従
っ
て

参
加
費

参
加
申
込

金
三
百
五
十
円
（
申
込
と
同
時
に
送
金

の
こ
と
）

来
る
五
月
十
五
日
（
必
着
）
迄
に
本
会

へ
申
込
ま
れ
た
い
。
但
．
定
員
に
達
し

次
矛
締
切
り
ま
す
故
可
成
く
早
く
。

滞
在
費
そ
の
他

速
や
か
に
議
案
を
提
出
さ
れ
る
こ
と
を
当
局
で
は
希

望
し
て
い
る
。

　
第
四
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

　
比
叡
山
大
会
要
項

期
日
　
五
月
ご
十
五
、
六
、
七
日
の
二
泊
三
日
聞

会
場
　
比
叡
山
　
延
暦
寺

日
程
　
（
十
一
日
）
　
集
合
正
午
迄
、
開
会
式
、
総
会

　
　
　
（
十
二
日
）
　
部
会
、
特
別
集
会

　
　
　
（
十
三
日
）
　
部
会
、
総
会
、
閉
会
式
．
見
学

参
加
資
格
及
人
数

　
　
本
会
加
盟
の
各
宗
派
、
都
道
府
県
仏
教
会
、
各

　
　
団
体
余
の
推
薦
者
約
三
百
五
十
名
、
外
。

〔写真〕　イソドネーラソジヤラー河のほ

　とりにそびえ立つブツダガヤの大塔。

　
二
十
五
日
夕
食
よ
り
二
十
七
日
中
食
出
の
宿
泊

　
費
、
食
費
．
実
費
一
人
金
千
円
也
は
会
場
受
付

　
で
二
人
せ
ら
れ
た
い
。
会
場
迄
の
往
復
旅
費
は

　
所
属
団
体
の
補
助
又
は
自
辮
と
す
る
。

嗣
，
議
　
　
題

　
1
全
一
仏
教
精
神
を
よ
り
興
起
し
且
そ
の
運
動

　
　
を
一
層
盛
ん
に
す
る
た
め
の
諸
方
策
に
関
す

　
　
る
問
題
。
　
（
説
明
）
全
一
仏
教
運
動
は
時
代

　
　
の
要
請
に
も
拘
ら
ず
、
末
だ
徹
底
ぜ
ず
積
極

　
　
性
を
敏
く
面
が
多
い
。
之
に
対
す
る
反
省
と

　
　
今
後
の
全
一
仏
教
運
動
の
活
澄
化
の
た
め
種

　
　
々
な
る
考
え
方
、
方
平
等
に
つ
き
問
題
の
提

　
　
出
を
希
望
す
る
。

】

】

「
」

23

仏
教
実
践
活
動
展
開
に
関
す
る
諸
問
題
。

（
説
明
）
仏
教
が
現
代
大
衆
の
聞
に
必
要
な

る
教
え
た
る
の
立
場
か
ら
、
大
衆
が
現
実
に

深
刻
な
悩
み
と
し
て
い
る
種
々
な
る
問
題

（
例
へ
ば
柱
脚
不
安
、
平
和
に
対
す
る
不
安

等
々
）
に
対
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

う
し
た
見
地
か
ら
今
の
仏
教
徒
は
、
何
を
実

践
す
べ
き
か
、
そ
の
運
動
展
開
の
方
法
に
関

す
る
諸
問
題
に
就
て
提
案
を
希
望
す
る
。

日
本
仏
教
の
海
外
進
出
に
つ
い
て
、
特
に
東

南
ア
ジ
ア
仏
教
諸
国
と
の
交
流
、
並
に
欧
米

諸
国
へ
の
仏
教
の
普
及
に
つ
い
て
の
諸
問
題

に
つ
い
て
（
説
明
）
従
来
の
日
本
仏
教
が
果

し
て
正
し
い
意
昧
で
進
出
し
て
い
る
だ
ろ
う

か
？
　
ア
ジ
ア
諸
仏
教
国
と
の
交
流
に
も
反

省
の
要
な
き
や
。
今
年
は
矛
四
回
世
界
仏
教

徒
会
議
も
あ
る
の
で
、
矛
三
回
の
反
省
の
上

に
新
た
な
る
決
意
を
表
明
す
る
諸
問
題
の
提

案
を
希
望
す
る
。

一
、
議
案
提
出
に
つ
い
て

　
右
議
題
に
関
し
て
議
案
提
出
願
望
の
方
は
左
記

　
に
よ
り
至
急
事
務
局
宛
議
案
を
送
附
せ
ら
れ
た

　
　
し
。
　
1
議
題
　
・
…

　
2
提
案
者
、
又
は
提
案
団
体
名
及
読
明
者
名

　
3
提
案
理
由
（
簡
潔
に
）

　
4
右
提
案
実
践
方
策
等

　
提
出
議
案
は
中
央
議
案
審
査
委
員
会
の
承
認
を

　
経
た
る
後
、
正
式
議
案
と
認
め
る
も
の
と
す
る

　
そ
の
採
否
は
一
任
さ
れ
た
い
。

幽
、
宿
泊
延
暦
寺
宿
坊
に
分
宿
の
事
。
受
付
と

　
同
時
に
宿
舎
の
配
当
を
お
示
し
致
し
ま
す
。

　
　
一
、
遺
　
順

　
　
◎
　
東
海
道
線
　
大
津
駅
又
は
膳
所
駅
下
車

　
　
　
　
京
阪
線
　
石
山
坂
電
鉄
で
終
点
坂
本
駅

　
　
　
　
下
車
、
ケ
ー
ブ
ル
で
上
山
（
根
本
中
堂

　
　
　
　
ま
で
徒
歩
約
十
分
）
京
都
下
車
、
八
瀬

　
　
　
　
よ
り
ケ
ー
ブ
ル
で
上
山
徒
歩
約
三
十
分

圭
催
　
全

日
本
仏
教
会

後
援
　
文
部
省
・
外
務
省
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纏
四
回
世
界
佛
教
徒
會
議

十
闘
月
六
日
よ
リ
ネ
。
八
章
ル
王
国
で

四
十
三
ケ
國
よ
り
代
表
参
加

　
三
月
八
日
セ
イ
ロ
ン
の
世
界
仏
教
徒
連
盟
本
部
に

お
い
て
イ
ン
ド
・
タ
イ
・
セ
イ
ロ
ン
・
ビ
ル
マ
。
ネ

パ
ー
ル
・
日
本
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
等
各
国
代
表
が
参

集
し
矛
四
回
世
界
仏
教
徒
会
議
の
日
程
、
議
題
等
を

協
議
し
た
結
果
次
の
通
り
決
定
し
た
。

　
会
期
は
今
秋
十
一
月
六
日
よ
り
四
日
閲
本
会
議
七

日
よ
り
一
週
間
地
方
大
会
ネ
パ
ー
ル
王
国
カ
ト
マ
ン

ズ
市
に
お
い
て
開
催
す
る
。

　
正
式
代
表
は
約
百
名
オ
ゾ
ザ
ー
バ
ー
百
名
と
決
め

た
。　
議
題
は
仏
教
の
現
実
問
題
に
し
ぼ
り
次
の
三
項
目

を
中
心
議
題
と
す
る
こ
と
を
き
め
た
。

　
ネ
パ
ー
ル
国
で
は
い
ま
準
備
の
た
め
施
設
や
道
路

の
修
理
に
全
国
民
が
一
生
懸
命
で
四
十
三
ヶ
国
か
ら

の
代
表
の
受
入
に
大
童
に
な
っ
て
い
る
由
で
あ
る
。

　
わ
が
日
本
で
は
全
仏
が
中
心
と
な
っ
て
近
く
代
表

の
選
定
に
具
体
的
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

重
永
潜
、
栗
本
俊
道
、
山
本
杉
、
伊
藤
述
史
（
代
小

谷
徳
水
）
及
び
北
畠
事
務
総
長
、
岩
野
、
申
山
、
小

笠
原
の
各
局
長
が
出
席
し
宗
派
、
団
体
、
学
界
仏
数

議
員
及
び
本
部
員
等
大
体
十
五
名
を
内
選
し
夫
々
関

係
方
面
へ
通
達
し
た
。

　
な
ほ
現
在
ア
メ
リ
カ
で
伝
道
中
の
鈴
木
大
拙
博
士

を
イ
ン
ド
で
是
非
招
き
た
い
と
の
意
向
が
あ
る
の
で

交
渉
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
旅
費
は
派
遣
宗
派
団
体
の
負
担
で
滞
在
費
は
イ
ン

ド
政
府
負
担
で
国
賓
と
し
て
待
遇
し
各
聖
蹟
も
案
内

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
ビ
ル
マ
留
学
僧
修
行
の
動
向

渡
緬
以
来
厳
絡
な
小
乗
仏
教
の
戒
律
修
行
に
励
ん

で
来
た
全
仏
派
遣
ビ
ル
マ
　
学
僧
十
一
名
は
、
今
回

め
で
た
く
任
期
一
年
の
修
行
を
終
え
た
が
、
同
十
一

名
中
石
橋
真
誠
氏
は
三
月
末
に
帰
国
、
白
幡
、
福
永

近
藤
、
三
神
の
四
名
は
三
月
廿
一
日
ノ
ル
ウ
ェ
ー
船

ハ
イ
ヒ
ソ
号
で
離
緬
、
去
る
四
月
廿
四
日
午
前
七
時

に
無
事
横
浜
港
へ
帰
養
し
た
。
な
ほ
岡
本
秀
通
氏
は

五
月
末
頃
迄
、
矢
放
団
長
、
五
島
、
山
田
の
各
氏
は

本
年
末
迄
修
行
を
つ
凝
け
る
模
様
で
あ
る
。
な
ほ
南

北
仏
教
研
究
打
合
せ
の
為
一
足
先
に
帰
国
し
た
内
田

信
也
氏
は
、
現
在
同
打
合
せ
の
為
訪
日
中
の
ビ
ル
マ

の
二
高
僧
に
同
行
し
て
関
西
方
面
へ
出
張
申
で
あ
る

が
、
再
び
六
月
項
帰
一
し
て
修
行
を
続
け
る
予
定
で

あ
る
。

　
バ
キ
ス
ス
タ
ン
で
盛
大
な
仏
紀
式
典

　
南
方
仏
教
諸
国
に
於
て
は
本
年
の
仏
恩
二
干
五
百

年
を
記
念
し
て
挙
国
の
大
式
典
を
挙
行
ナ
る
事
に
な

っ
て
を
り
、
既
に
客
国
に
於
て
は
諸
準
備
に
万
全
を

期
し
て
い
る
が
、
今
般
パ
キ
ス
タ
ン
大
使
館
の
御
厚

意
に
よ
り
、
去
る
二
月
廿
六
日
よ
り
各
国
に
先
立
っ

て
行
わ
れ
た
東
パ
キ
ス
タ
ン
の
チ
タ
ゴ
ソ
近
郊
の
ラ

ウ
ザ
ン
に
於
け
る
仏
紀
式
典
の
模
様
の
写
真
数
葉
が

全
仏
国
際
涯
へ
提
供
さ
れ
た
。
此
の
写
真
の
外
、
ラ

ウ
ザ
ソ
の
寺
院
に
横
た
わ
る
十
六
フ
イ
！
ト
の
釈
迦

像
へ
多
数
の
仏
教
徒
が
ロ
ー
ソ
ク
を
と
も
し
て
い
る

姿
や
名
士
の
講
演
に
群
が
る
概
数
徒
の
写
真
な
ど
興

昧
あ
る
も
の
が
提
供
さ
れ
た
が
、
紙
面
の
都
合
で
掲

載
出
来
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

イ
ン
ド
の
仏
教
ユ
ネ
ス
コ
世
界
会
議
に

　
　
　
　
日
本
か
ら
十
五
名
の
代
表
振
事

　
　
イ
ン
ド
政
府
で
は
仏
紀
二
千
五
百
年
記
念
行
事
の

　
一
つ
と
し
て
仏
教
主
義
に
よ
る
ユ
ネ
ス
コ
シ
ソ
ポ
ジ

　
ユ
ー
ム
を
本
年
十
一
月
十
六
日
か
ら
三
週
間
世
界
各

　
国
の
仏
教
学
者
高
僧
を
招
い
て
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
に
お

　
い
て
開
く
こ
と
に
な
り
各
国
へ
招
請
状
が
出
さ
れ
て

　
い
る
が
、
わ
が
日
本
へ
は
外
務
省
を
通
じ
十
五
名
の

　
招
請
状
が
届
い
た
の
で
全
仏
で
は
過
般
の
常
務
理
事

　
会
に
は
か
り
代
表
選
定
の
た
め
詮
衡
委
員
会
を
設
け

　
る
こ
と
に
な
り
、
去
る
四
月
十
七
日
午
後
一
時
か
ら

侍
矛
」
回
の
委
員
会
を
開
い
＃
、
当
日
は
佐
々
木
泰
翁

（
パ
キ
ス
タ
ン
大
使
館
の
提
供
）

〔写真〕東パキスタンのチタゴン
郊外ラウザソに於ける仏紀二千五
百年祭に於て演説するビルマ国副
領事ウデンゲイソ氏と多数の聴衆

　
ラ
ン
グ
ー
ン
に
て
第
六
結
集

　
　
完
結
記
念
式
典

　
ビ
ル
マ
国
ラ
ン
グ
ー
ン
市
に
て
五
月
雨
二
日
よ
り

六
月
七
日
迄
の
聞
、
チ
ヤ
ツ
タ
サ
ソ
ガ
ヤ
㌃
ナ
に
於

け
る
矛
六
結
集
の
完
結
成
功
を
祝
っ
て
成
天
に
式
典

が
開
か
れ
る
事
に
な
っ
た
が
、
今
回
全
図
佐
々
木
理

事
長
宛
に
ウ
・
チ
ャ
ン
ト
ソ
師
よ
り
招
請
が
有
っ
た

全
仏
で
は
代
表
の
人
選
を
進
め
て
い
る
。

マ
ラ
ラ

セ
ケ
ー
ラ
博
士
來
日

英
文
辞
典
編
纂
重
要
打
合
せ

　
世
界
整
数
徒
連
盟
総
裁
の
マ
ラ
ラ
セ
ケ
ー
ラ
博
土

は
セ
イ
ロ
ン
を
代
表
し
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ユ
ネ
ス

コ
会
議
に
出
席
す
る
途
次
三
泊
の
予
定
を
も
つ
て
去

る
四
月
十
四
日
来
日
し
た
。
翌
十
五
日
午
後
二
時
よ

り
東
洋
大
学
貴
賓
室
に
達
て
開
か
れ
た
英
文
仏
教
百

科
大
辞
典
日
本
編
纂
所
の
常
任
委
員
会
に
出
席
し
、

さ
ら
に
翌
十
六
日
は
午
前
十
一
時
東
洋
大
学
入
学
式

に
臨
席
し
学
生
父
兄
約
三
春
名
に
仏
教
講
演
を
な
し

午
後
ご
時
か
ら
築
地
本
願
寺
に
於
け
る
編
纂
委
員
会

全
体
会
議
に
引
つ
黛
き
六
時
か
ら
の
同
博
士
歓
迎
会

に
出
席
し
、
十
七
日
は
午
後
二
時
か
ら
全
軍
を
訪
問

北
畠
事
務
総
長
以
下
各
局
部
長
と
ネ
パ
ー
ル
大
会
イ

ン
ド
に
お
け
る
仏
教
主
義
ユ
ネ
ス
コ
会
議
に
つ
い
て

協
議
を
遂
げ
三
日
間
の
日
程
を
無
事
終
へ
同
夜
九
時

三
十
分
半
の
日
航
機
で
ア
メ
リ
カ
へ
向
つ
た
、
な
ほ

同
博
士
は
五
月
の
セ
イ
ロ
ン
に
お
け
る
中
帯
二
千
五

百
年
記
念
祭
ま
で
に
帰
国
す
る
。

　
　
　
マ
博
士
清
瀬
文
相
と
会
見

　
マ
博
士
は
全
仏
中
山
国
際
局
長
柳
同
部
長
の
案
内

で
文
部
省
に
清
瀬
文
部
大
仁
を
訪
問
、
世
紀
の
大
事

業
と
し
て
内
外
の
大
き
な
期
待
を
あ
つ
め
て
い
る
英

文
仏
教
百
科
大
辞
典
編
纂
に
対
し
マ
博
士
は
文
部
省

の
協
力
に
対
し
感
謝
の
あ
い
さ
つ
を
し
た
。
清
瀬
文

部
大
臣
は
「
こ
の
事
業
は
日
本
の
文
化
事
業
と
し
て

も
非
常
な
意
義
が
あ
り
ぜ
ひ
成
功
し
て
頂
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
十
分
な
協
力
も
出
来
ま
せ
ん
こ

と
を
遺
憾
に
思
っ
て
お
り
ま
す
」
つ
ゴ
い
て
近
藤
宗

務
課
長
、
中
西
研
究
助
成
課
長
に
夫
々
あ
い
さ
つ
を

な
し
、
外
務
省
に
門
脇
次
官
を
訪
問
し
て
同
様
の
あ

い
さ
つ
を
し
た
。

ヤ
～

，

皿伊臓『ｹ塁
厚　　2，47　　‘’直．
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、

壁

佛
都
の
退
室
に
聖
火

ウ
エ
サ
ー
カ

大

祝
ひ
　
ト

血ノト、

五
月
二
十
四
日
京
都
圓
山
公
園
で
盛
大
に

　
全
逓
主
催
の
南
方
仏
紀
二
千
五
百
年
協
賛
ウ
エ
サ

ー
ヵ
（
世
界
仏
陀
の
日
）
大
祝
典
は
京
都
市
円
山
公

園
音
楽
堂
に
お
い
て
（
雨
天
の
場
合
は
華
頂
会
館
）

廿
四
日
午
後
七
時
か
ら
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
事
に
な

っ
た
。

・
先
づ
才
一
部
は
仏
教
大
学
中
高
校
生
二
百
五
十
余

名
の
仏
教
讃
歌
の
合
唱
に
よ
る
音
楽
式
典
で
B
K

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
伴
奏
に
よ
る
言
楽
祭
典
が
な
さ
れ

る
。　
な
ほ
四
月
八
日
の
花
ま
つ
り
に
際
し
築
地
本
願
寺

合
唱
団
が
N
H
K
か
ら
放
送
さ
れ
た
長
田
恒
雄
作
詩

伊
藤
完
夫
氏
作
曲
に
よ
る
仏
紀
二
千
五
百
年
記
念
の

大
作
「
仏
陀
」
も
合
唱
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

矛
二
部
は
イ
ン
ド
駐
日
大
使
B
R
セ
ソ
氏
の
大
講
演

が
な
さ
れ
矛
三
部
は
東
京
よ
り
こ
の
祝
典
に
奉
仕
の

九
め
出
張
公
演
を
さ
れ
る
榊
原
帰
逸
先
生
門
下
の
イ

ン
ド
仏
教
舞
踊
が
約
四
十
分
間
公
演
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　
当
日
は
イ
ン
ド
大
使
の
メ
ッ
セ
ー
ヂ
を
は
じ
め
．

文
部
大
臣
、
外
務
大
臣
、
京
都
府
知
事
京
都
市
長
等

の
祝
辞
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
準
備
の
た

め
関
西
事
務
局
を
中
心
に
京
都
の
各
団
体
が
仏
都
京

都
に
ふ
さ
わ
し
い
立
派
な
祝
典
に
し
ょ
う
と
努
力
し

て
い
る
の
で
当
日
の
盛
儀
が
今
か
ら
予
想
さ
れ
て
い

る
。
　
因
み
に
ウ
エ
サ
ー
二
心
と
は
仏
陀
の
誕
生
，
成
道

狸
桑
を
祝
福
す
る
大
き
な
祭
り
で
あ
り
、
南
方
仏
教

諸
国
で
は
こ
れ
が
祭
り
を
国
を
挙
げ
て
行
っ
て
い
る

と
り
わ
け
本
年
は
仏
紀
二
千
五
百
年
に
当
る
の
で
、

か
っ
て
な
い
盛
況
が
予
想
さ
れ
る
。

　
　
　
重
要
問
題
を
中
心
に

　
　
　
　
時
局
対
策
委
員
会
ひ
ら
く

　
全
能
で
は
昨
年
の
身
延
山
大
会
の
決
議
に
基
き
、

い
ち
早
く
時
局
対
策
委
員
会
を
設
け
、
各
界
か
ら
＋

六
名
の
委
員
を
依
嘱
し
．
毎
月
二
回
叉
は
三
回
開
催

し
て
い
る
が
、
特
に
当
面
の
問
題
と
し
て
宗
教
法
人

法
、
新
興
宗
教
問
題
を
中
心
に
進
め
て
い
る
。

　
去
る
四
月
廿
四
日
は
午
後
ヨ
時
よ
り
全
体
委
員
会

一
を
開
い
て
具
体
案
を
審
議
し
た
。

　
当
日
は
小
野
清
一
郎
、
伊
藤
述
史
、
松
本
徳
明
、

浜
田
本
悠
、
増
永
雫
鳳
．
三
原
信
一
、
山
田
霊
林
、

山
本
洋
一
、
摩
尼
清
之
の
各
委
員
と
、
北
畠
総
長
岩

．
野
局
長
、
小
野
塚
、
別
所
、
柳
の
各
部
長
が
出
席
し

た
。
　
な
ほ
奔
員
長
は
椎
尾
辮
匡
副
会
長
が
自
ら
あ
た
り

当
面
す
る
仏
教
の
対
外
的
問
題
、
特
に
比
叡
山
大
会

に
備
え
て
、
種
々
の
案
件
を
処
理
す
る
事
に
な
り
、

今
後
の
成
果
が
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
臼

　
先
づ
東
京
で
は
全
仏
を
は
じ
め
東
京
仏
教
個
、
仏

教
保
育
連
盟
、
主
義
学
校
連
盟
、
仏
教
学
生
連
盟

仏
婦
、
仏
青
等
広
範
な
層
を
結
集
し
て
準
備
が
進
め

ら
れ
て
き
た

「
南
方
仏
紀

二
千
五
百
年

記
念
国
際
親

善
花
ま
つ
り

大
会
」
は
去

る
四
月
入
日

東
京
比
々
谷

公
会
堂
で
開

催
さ
れ
た
、

当
日
は
折
悪

し
く
雨
と
時

季
外
れ
の
寒

さ
に
も
拘
ら

ず
、
会
場
は

正
面
の
花
御

堂
を
中
心
に

豪
勢
な
生
※

日本全土に展開された

一一花まつり大絡
　　　　東京中央大書室前の盛況

※
花
で
埋
め

ら
れ
熱
心
な

二
千
名
の
仏

教
徒
が
参
加

し
、
来
賓
と

し
て
イ
ン
ド

大
使
夫
妻
、

ヴ
ェ
ト
ナ
ム

大
使
失
望
を

は
じ
め
自
国

、
タ
イ
、
セ

イ
ロ
ン
各
大

使
代
理
を
迎

え
て
式
典
が

挙
行
さ
れ
た

、
式
後
奉
祝

会
に
う
つ
り

清
水
脩
編
曲

指
揮
に
よ
り
千
代
田
、
立
正
、
宝
仙
、
鶴
見
の
各
女

学
生
、
明
徳
幼
稚
園
田
児
等
三
百
名
の
大
合
唱
に
よ

る
「
仏
教
讃
歌
組
曲
」
が
演
奏
さ
れ
満
場
の
拍
手
を

う
け
た
。
更
に
榊
原
仏
教
舞
踊
団
に
よ
る
イ
ン
ド
舞

踊
宮
城
道
雄
社
中
、
黛
節
子
社
中
に
よ
り
夫
々
舞
踊

大
谷
全
佛
會
長
夫
妻

　
　
　
　
い
よ
い
よ
五
月
十
八
日
日
本
を
出
発

　　　隔　曹　曹　曹　P　畠　曹　，　■　曹　圏　，　　■暫　■　一　■　o　．

…
セ
イ
。
ソ
政
府
か
ら
の
招
請
で
全
仏
套
大
谷
日
本
大
使
館
・
仏
教
会
を
正
式
訪
要
さ
れ
る
が
、

…
光
照
現
下
及
び
智
子
裏
方
は
長
尾
雅
人
氏
（
京
大
　
セ
イ
ロ
ン
で
は
国
を
挙
げ
て
歓
迎
の
準
備
を
す
玉
一

…
教
授
英
文
仏
教
辞
典
編
纂
副
委
員
長
）
を
随
へ
、
　
め
て
い
る
。
帰
途
カ
ル
ヵ
洩
タ
、
マ
ニ
ラ
を
訪
問
崖

…
い
よ
く
五
月
十
八
日
羽
田
室
港
を
出
発
セ
イ
ロ
　
さ
れ
六
月
上
旬
帰
日
さ
れ
る
。

…
ソ
へ
向
は
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仏
歯
寺
へ
梵
鐘
を
献
納

…　

ﾈ
ほ
一
行
は
二
十
一
『
四
両
日
盛
大
に
行
は
れ
　
　
な
ほ
西
避
溢
寺
で
は
全
仏
大
谷
光
照
会
長
名
を

…
る
同
国
の
湿
半
二
千
五
百
年
記
念
式
典
に
日
本
仏
も
つ
て
セ
イ
ロ
ン
の
仏
歯
寺
へ
大
梵
鐘
を
献
納
さ

…
教
界
を
袋
し
て
臨
席
さ
れ
る
ほ
か
政
府
は
じ
め
れ
る
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
1
　
舳

箏
曲
等
が
多
彩
に
く
り
展
げ
ら
れ
、
四
時
半
盛
会
裡

に
終
了
し
た
。
な
ほ
、
七
日
八
日
の
二
日
閲
に
亘
り

都
内
仏
教
幼
稚
園
の
好
意
的
提
供
に
よ
り
、
花
ま
つ

り
バ
ス
街
頭
行
進
が
都
内
一
円
に
行
わ
れ
、
花
ま
つ

り
の
意
義
を
訴
え
て
好
評
を
博
し
た
。

　
　
各
地
で
も
盛
大
に
墨
行

　
東
京
仏
教
団
で
も
各
区
各
町
ご
と
に
一
週
間
多
彩

に
花
ま
つ
り
絵
巻
を
く
り
ひ
ろ
げ
た
、
京
都
、
大
阪

名
古
屋
、
神
戸
、
横
浜
等
の
大
都
布
を
は
じ
め
全
国

津
々
浦
々
に
い
た
る
ま
で
盛
大
に
行
な
は
れ
た
ほ
か

全
国
寺
院
一
斉
に
八
日
正
午
を
期
し
て
平
和
の
鐘
が

打
ち
鳴
ら
さ
れ
た
。

〔写真〕　日比谷大会仙台の誕生仏に合掌する

　　　インド大使夫人。立つ入はインド大使

　
　
　
組
織
部
よ
リ

　
別
掲
の
通
り
妙
心
寺
派
加
盟
に
よ
り
全
宗
門

の
加
盟
は
ほ
罫
完
了
し
ま
し
た
。
地
方
県
仏
で

は
最
近
岡
山
県
仏
の
加
盟
が
あ
り
ま
し
た
が
未

組
織
未
加
盟
の
向
が
未
だ
あ
り
ま
す
の
で
主
要
．

都
市
伝
道
や
今
秋
の
ネ
パ
ー
ル
大
会
参
加
の
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
際
至
急
加
盟
の
手

続
を
願
い
ま
す
。

い

」
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郷
雲
主
要
都
市
画
道
の
第
一
聲

セ
イ
ロ
ン
大
使
富
山

　
全
話
で
は
予
て
仏
紀
二
千
五
百
年
記
念
と
し
て
全

国
五
百
都
市
伝
道
を
計
画
し
、
全
国
各
市
仏
教
会
に

連
絡
し
て
そ
の
具
体
化
を
進
め
て
来
た
が
、
五
月
八

日
富
山
県
入
善
町
仏
教
会
の
花
ま
つ
り
に
出
席
し
さ

ら
に
富
山
市
に
お
い
て
県
仏
主
催
の
も
と
に
セ
イ
ロ

ン
大
使
に
よ
る
講
演
会
が
、
ま
た
同
九
日
に
は
善
光

寺
に
参
拝
、
つ
ゴ
い
て
長
野
市
に
お
い
て
県
単
主
催

の
講
演
会
が
同
大
使
を
講
師
と
し
て
、
そ
れ
み
＼
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ま
た
来
る
五
月
二
十
四
日
京
都
市
円
山
公
園
に
お

け
る
ウ
エ
サ
ー
ヵ
祭
の
折
に
も
、
特
に
イ
ン
ド
大
使
」

●

e

長
野
両
市
で
仏
教
講
演

で
く
る
青
少
年
旅
行
者
に
】
泊
の
宿
を
し
て
や
る
。

県
で
も
便
宣
を
計
り
ま
す
。
宿
泊
食
費
は
実
費
と

し
て
食
事
二
食
付
二
百
円
前
後
、
宿
泊
だ
け
七
、
八

十
円
程
度
徴
収
出
来
ま
す
。
コ
ー
ス
を
作
り
何
ヶ
寺

か
を
求
め
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
事
も
特
に
望

ま
れ
て
い
ま
す
。
画
く
わ
し
い
事
は
全
仏
へ
御
問
合

せ
下
さ
い
。

を
雛
謬
五
重
嚢
無
下
諭
難
難
事
製
罐

演
会
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
，
目
下
地
元
「
三
章
は
N
・
H
・
K
よ
り
イ
ン
ド
へ
向
け
て
記
念
放

で
そ
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
各
県
仏
や
各
「
送
を
す
る
事
に
な
っ
た
。

市
仏
教
会
に
お
い
て
も
二
千
五
百
年
記
念
と
し
て
講

演
会
、
講
習
会
等
を
開
催
さ
れ
る
よ
う
全
仏
当
局
で

は
切
望
し
て
い
る
。

　
本
部
よ
リ
講
師
を
振
遣
す
る

　
な
お
各
地
の
講
演
会
講
…
習
会
等
を
開
催
さ
れ
る
場

合
の
講
師
斡
旋
そ
の
他
の
盗
心
供
与
に
つ
い
て
は
、

全
仏
事
務
総
局
宛
御
払
会
あ
干
た
い
。
交
通
費
全
仏

負
担
、
謝
儀
宿
泊
等
は
主
催
者
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
一

　
　
各
宗
門
と
寺
院
の

　
　
　
青
少
年
退
行
活
動
へ
の
協
力
を

　
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
、
渡
り
鳥
の
名
で
行
わ
れ

た
青
少
年
旅
行
は
、
今
度
「
縁
の
こ
だ
ま
」
の
名
で
」

推
進
さ
れ
ま
す
ゆ
全
宗
門
協
賛
の
元
に
全
日
本
仏
教
「

会
は
、
文
部
省
（
各
府
県
教
与
謝
或
は
体
育
課
協
力
）
「

や
毎
日
新
聞
社
と
協
力
し
て
そ
の
推
進
を
計
っ
て
い
　

ま
す
。

椎
尾
副
会
長
ら
イ
ン
ド
へ

　
　
　
　
　
記
　
念
　
放
　
送

仏
紀
二
干
五
百
年
の
本
年
五
月
廿
四
日
の
ウ
エ
サ

」
仏
教
議
員
蓮
盟
準
備
委
員
会

　
仏
教
関
係
の
両
院
議
員
を
以
っ
て
議
員
連
盟
を
結

成
し
よ
う
と
矛
二
回
の
準
備
委
員
会
は
四
月
五
日
午

後
一
時
か
ら
国
会
内
の
参
議
院
食
堂
に
お
い
て
大
谷

聲
雄
、
赤
松
常
子
，
海
野
三
朗
、
山
下
義
信
等
の
各

氏
が
会
合
し
仏
教
議
員
連
盟
結
成
へ
の
準
備
及
び
全

土
提
案
の
諸
案
に
つ
い
て
具
体
的
に
協
議
し
た
。

　
近
く
具
体
案
を
中
心
に
矛
三
回
委
員
会
を
開
く
こ

」
と
に
な
っ
た
。

　
全
仏
か
ら
岩
野
、
中
山
両
局
長
柳
部
長
鎌
田
主
事

一
が
出
席
し
た
。

S
・
＆
ス
ト
ラ
イ
。
7
ス
紙
上
に

　
　
　
　
　
　
仏
陀
の
誕
生
日

米
国
の
有
名
な
機
関
紙
ス
タ
ー
ズ
ア
ン
ド
ス
ト
ラ

門
葉
箋
離
叢
楚
権
抄
露
↓
攣
輪
黙
薩
鰭
蕊
砒
駅

「イ

v
ス
紙
は
、
今
回
本
年
の
勇
仏
紀
二
千
吾
年

せ
た
。
衙
日
本
各
地
の
有
名
寺
院
に
於
け
る
「
花
ま

つ
り
」
に
つ
い
て
も
可
成
り
詳
し
く
報
じ
て
い
る
。

　
全
国
宗
教
々
講
師
蓮
盟
の
結
成

　
戦
後
種
々
な
る
困
難
が
あ
っ
た
に
か
エ
わ
ら
ず
、

三
々
と
し
て
矯
正
施
設
の
収
容
者
に
対
し
、
宗
教
々

講
を
実
施
し
多
大
の
実
績
を
あ
げ
て
居
ら
れ
る
全
国

約
一
、
三
〇
〇
名
に
の
ぼ
る
教
講
師
の
方
々
の
総
意

に
よ
り
、
来
る
五
月
十
七
日
東
京
矛
一
生
命
ホ
ー
ル

に
於
て
そ
の
全
国
的
な
結
成
を
み
る
に
至
っ
た
。

引
続
き
五
月
書
入
日
、
十
九
日
両
日
は
全
国
教
講
師

大
会
を
開
催
し
、
斯
道
の
振
興
発
展
の
た
め
に
種
々

研
究
討
議
が
行
は
れ
る
こ
と
エ
な
っ
た
。

　
此
の
計
画
に
対
し
、
日
本
宗
教
連
盟
傘
下
の
各
宗

教
団
体
は
全
面
的
に
協
力
後
援
を
な
し
、
そ
の
成
功

を
期
し
て
居
る
。

　
爾
現
在
着
々
と
し
て
準
備
申
の
「
全
国
宗
教
々
講

後
援
会
」
に
つ
い
て
も
、
日
本
宗
教
連
盟
が
そ
の
結

成
の
た
め
、
各
方
面
に
呼
び
か
け
近
く
準
備
会
を
開

催
す
べ
く
各
宗
教
団
体
は
勿
論
、
広
く
各
界
に
そ
の

協
力
方
を
懇
請
し
、
宗
教
々
講
の
よ
り
強
力
に
実
践

さ
れ
る
よ
う
計
画
を
進
め
て
居
る
。

妙
心
寺
振
と
岡
山
縣
仏
全
仏
へ
加
盟

臨
済
宗
妙
心
寺
派
で
は
去
る
二
月
の
宗
会
に
お
い
全

仏
加
盟
を
決
定
四
月
二
十
日
全
仏
本
部
へ
正
式
加
盟

の
手
続
を
完
了
し
．
ま
た
岡
山
県
仏
も
加
盟
申
込
を

お
わ
っ
た
。
近
く
常
務
理
事
会
で
承
認
さ
れ
る
が
臨

黄
各
派
も
近
く
加
盟
す
る
こ
と
に
な
る
模
様
で
あ
る

　
評
議
員
会
と

　
　
　
全
国
宗
務
網
長
会
議
の
開
催

　
南
方
軍
紀
二
千
五
百
年
協
賛
の
意
義
あ
る
新
年
度

を
迎
え
、
来
る
五
月
二
日
、
京
郡
東
本
願
寺
に
煽
て

評
議
員
玉
江
に
全
国
各
垂
々
務
総
長
会
議
を
開
催
し

新
年
度
予
算
、
昭
和
廿
九
年
度
決
算
等
を
は
じ
め
と

し
、
本
年
度
の
諸
行
事
計
画
、
本
会
の
運
営
等
に
関

し
、
種
々
報
告
並
に
協
議
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
因
に
本
会
よ
り
は
佐
々
木
理
事
長
、
北
畠
事
務

総
長
、
各
局
部
長
出
席
の
予
定
で
あ
る
。

　
　
マ
昌
・
D
・
G
・
ア
ル
タ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
女
史
　
来
　
日

　
タ
イ
国
バ
ン
コ
ッ
ク
市
国
立
師
範
学
校
副
校
長
の

マ
ニ
．
D
．
G
・
ア
ル
タ
マ
女
史
の
来
日
は
去
月
号

紙
上
で
既
報
の
通
り
随
員
二
名
を
同
行
し
四
月
廿
六

日
塞
路
羽
田
に
到
着
、
全
仏
、
仏
器
等
に
盛
ん
に
迎

、
尺
ら
れ
た
、
一
行
は
各
宗
本
山
、
各
仏
教
糸
大
学
等

を
訪
れ
参
拝
肇
々
講
演
を
行
う
が
、
日
本
の
マ
阻
喪

ヤ
ー
ナ
仏
教
研
究
と
仏
教
教
科
書
編
纂
が
其
の
目
的

で
あ
る
。
術
計
女
史
ら
は
六
月
上
旬
に
台
湾
へ
向
ち
．
・

予
定
で
あ
る
。

　
銀
座
三
笠
会
館
で
花
ま
つ
り
　
　
．

　
銀
座
三
笠
会
館
で
四
月
十
日
午
後
一
時
か
ら
ル
ン

ビ
ニ
火
曜
会
、
仏
教
同
志
ク
ラ
ブ
及
仏
教
タ
イ
ム
ス

社
共
催
の
花
ま
つ
り
が
行
わ
れ
た
。
つ
い
で
懇
談
会

に
移
っ
た
が
．
イ
ン
ド
大
使
館
か
ら
シ
ャ
ル
マ
一
等

秘
書
官
等
が
、
又
椎
尾
老
師
以
下
多
数
名
土
が
出
席

盛
会
で
あ
っ
た
。

　
南
北
仏
教
交
流
の
為

　
　
　
　
　
ビ
ル
マ
高
僧
来
日

　
ビ
ル
マ
仏
教
会
の
長
老
、
ウ
・
ニ
ャ
ヌ
ッ
タ
ラ
・

ウ
．
テ
イ
テ
イ
ラ
の
両
師
が
、
テ
ー
ラ
ヴ
ア
ー
ダ
仏

教
（
部
派
仏
教
）
の
研
究
所
を
日
本
に
設
け
る
為
の
協

議
を
成
す
為
、
四
月
十
六
日
夜
七
時
半
目
路
羽
田
に

到
着
し
た
。
室
港
へ
は
仏
土
、
仏
婦
な
ど
多
数
が
、

盛
大
に
出
迎
え
た
が
、
全
射
か
ら
中
山
、
小
笠
原
両

局
長
、
柳
部
長
等
が
出
迎
え
た
。
一
行
は
全
国
各
地

で
仏
教
講
演
を
行
ひ
、
同
研
究
所
の
設
立
の
重
要
な

事
を
強
調
し
て
い
る
が
、
約
一
ケ
月
間
滞
H
し
て
五

月
中
旬
帰
国
の
予
定
で
あ
る
。
全
仏
と
し
て
も
意
義

深
い
こ
の
計
画
に
協
賛
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
。

．
　
レ
　
　
　
．

＝，　’


